








と4），全国朝鮮族の総人口は 183.09 万人で，第五回の人口調査より凡そ 9.29 万人減少しており，
うち吉林省の朝鮮族人口は約 104 万人で，朝鮮族総人口の 56.83％ を占める。延辺州の朝鮮族人








































特徴としては，民族を朝鮮族，漢族及びその他の民族に分ける；年齢グループは 10～14 歳と 15
～18 歳に分ける；居住地を農村と城鎮に分ける；一人っ子の情況はハイ・イイエに分ける；学
習成績の自己評価は低・中・高三つのクラスに分ける；親との連絡頻度を週 1・月 1・二月 1 以
上に 1 回に分ける；留守児童の親の教育レベルは小卒・中卒・高卒及びそれ以上に分ける；親の
不在状況を双方不在・片方不在の二グループに分ける；不在時間は 3～6 か月・6～12 か月・1 年
以上に分ける；育児（をする者）タイプは隔世（一つ上の世代）・父或は母・その他に分ける；
人間関係の特徴は親との関係・先生との関係・友達との関係をそれぞれに考察し，それを良い・
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普通・悪いの三段階に分ける；親が有する子の数は 1 人・2 人・3 人以上で分類する；扶養する





成型社会資本は人間関係と社会参加の 2 つの範囲と 20 の項目で構成され；認知型社会資本は社
会支持・互恵・信頼・安全と社会凝集力の 5 つの範囲 20 の項目で構成されている。各項目は 4
段階評価を採用し，構成型社会資本の評価方法は「まったくしない」が 1 点，・「たまにか」が
2 点・「いつも」が 3 点・「常に」が 4 点となり；認知型社会資本の評価方法は「まったく同意し
ない」が 1 点，・「比較的に同意しない」が 2 点・「同意」が 3 点・「完全に同意」が 4 点となる。
得点が高ければ高いほどその個体の社会水準が高いこととなる。本研究では，評価表の Cron-




鮮族・漢族の中学を一つ選び，各学校の 1～3 年生のクラスから一つを選び，トータルで 2000 枚













く，67.9％ を占めていた。小学生段階の児童は 69.8％ を占めており，大半を占めているのは一
人っ子で，その割合は 71.4％ である。自己成績評価が低い留守児童は 29.7％，中は 34.3％，高








的このことを物語っている18）。親との連絡頻度が週 1 のものは 75.6％ を占めており，大半の親
は電話を通して児童と連絡を取っている。留守児童の社会学人口特徴は表 1 が示す通りである。
（2）留守児童後見人の状況及び人間関係の特徴
表 2 が示すように，留守児童の保護者と後見人の特徴を分析すると，父親が高卒以上は 52.8
％，母親が高卒以上は 52.4％，双方保護者の学歴はほぼ同じである。留守児童の親の不在タイプ
を分析すると，双方不在の割合が最も高く，56.8％ にのぼる，何れか一方の不在率も 43.2％ を
占めている。何れか一方或いは双方の不在時間が一年を超すものは 73.1％ にのぼる。電話・QQ
（中国におけるネット通信ツールの一種）などの新しい媒体の普及率が高いため，大半の留守児
童は頻度に親と連絡をしており，その頻度は週 1 が最も多くで，75.6％ を占めており；その次は
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23.4％ いる；本調査の中で留守児童と父親或いは母親と生活している留守児童は 29.6％ しかな
く，彼らも「事実上のシングル家庭」チルドレンとなっている。
留守児童の人間関係特徴を分析すると，親との関係が良いと回答した児童は 80.5％・先生との
関係が良いと回答した児童は 68.0％・友達との関係が良いと回答した児童は 73.7％ であった。
留守児童の中で，自分と親・先生・友達の関係が良くないと思う割合はそれぞれに 4.5％・4.7









脱する行為に走りやすいのである22, 23）。留守児童後見人の状況及び人間関係の特徴は表 2 の通り
である。
表 2 留守児童後見人の状況及び人間関係の特徴（n＝825）
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3.2 留守高齢者の生存現状
2017 年末までに，延辺州の総人口は 212 万人で，うち 60 才以上の高齢者は 44.09 万人で，全





















表 3 留守児童社会資本の各範囲の得点（   , n＝1069）

































であることを意味する。この評価表の Cronbach’s alpha 係数は 0.725，各範囲の Cronbach’s al-






























































































































































































































ける；家庭人数は 3 人，＞4 人で区分する；世話が必要とする子の数は 1 人・2 人・3 人以上で
































と，50 歳以下の妻は 63.8％ を占めている，50～59 歳が 36.2％；教育レベルは高卒或いは高等専
門学校が多く，83.4％ を占めている；家庭人口が 3 人を下回るものは 55.8％；世話が必要とする
子が 1 人以上いる妻は 48.9％ おり・2 人が 34.3％・3 人以上も 16.8％ を占めている。訪問調査を
通して，世話が必要とする子が 2 人以上いる妻は，自分の子だけでなく，兄弟姉妹の子の世話も
しなければならないことが分かる。本調査によると，留守妻の中，1 人の高齢者の世話をしてい








大半の留守妻の自己健康状況判断はよく，健康と回答した妻は 161 名で，40.5％ を占めてい
る，婦人病にかかっている者は 23 名，慢性病にかかっている者の割合は 12.5％ である。夫が出
稼ぎに行くことにより，家に男性がいないことから妻の安全感が欠如し，その精神的負担も重く
なっている，これは李強35）・李麗娜36）などの研究結果と一致する。普段最も心配していることに
ついて質問すると，最も高いのが夫の安全と家庭の安全であり，それぞれ 31.4％ と 26.6％ を占
めている。生活の寂しさと夫婦関係の悪化を心配する者はそれぞれ 7.3％ と 3.0％ を占めている。
留守妻の社会人口学特徴と心身の健康状況は表 7 を参照されたい。
表 7 留守妻の社会人口学特徴と心身の健康状況（n＝398）


































今回の調査によると，延辺地域の留守夫で朝鮮族が 74.0％ を占めている；対象者の大半は 40
歳以上で，80.1％ を占めている，40 歳以下はわずか 19.9％；教育レベルは高卒或いは高等専門
学校が 53.6％，高等専門学校大专以上は 33.1％；家庭人口数が 4 人を超えるものは 53.0％，世話
を必要とする高齢者が 2 人以上いる割合が 68.5％ と，留守妻の数値を大幅に上回っている。そ
の原因を分析すると大半の留守夫は自身の親或いは義理の親と同居しており，その理由に高齢者
は子の世話・食事洗濯などの家事を分担できる，自身も高齢となった親の世話ができ，互い面倒
見られることがある。世話が必要とする子が 1 人以上いる夫は 74.0％ おり・2 人がわずか 26.0
％，同地域の留守妻の数値が 51.1％ で，留守夫のものを大幅に上回っている。出稼ぎの妻とい
つも連絡とっていると回答した夫は 92.3％，たまに連絡するものはわずか 7.7％ を占めている。
大半の留守夫の自己健康状況判断はよく，健康と回答した夫は 84 名で，46.4％ を占めている，





































































点は 12.62±1.31，うち人間関係ネットワークの得点は 4.71±0.62・社会参加の得点は 8.45±1.57
である。留守配偶者認知型社会資本の得点は 22.35±1.96，うち隣人凝集力の得点は 6.54±1.49・
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